
ＪＲ東海労ニュース
原発再稼働に執念を燃やす葛西会長

『産経新聞で』暴論を繰り返す！
９月30日付『産経新聞』の「正論」で、葛西会長は「再稼働が必要なこれだけの

理由」と題して、またもや暴論を繰り返しています。その内容は、『ＷＥＤＧＥ』

９月号「今こそ原子力推進に舵を切れ」を要約したもので、デマ・デタラメのオン

パレードです。

現在、福島第一原発事故の汚染水問題が深刻化しています。海に流失した汚染水

ははかりしれません。そのことに一切触れることなく、「経済の生き残りに原発は

不可欠」「原発事故による死亡者はチェルノブイリの

31人。化石燃料による大気汚染は年間推定100万人以

上の人命を奪っている」「千年に一度の大地震に福島

第一原発の構造体そのものは耐え得た」等々、言いた

い放題です。再稼働云々の前に、事故の収束について

真剣に問題提起するのが、人としての道ではないでし

ょうか。

化石燃料について触れますが、「Ｏｐｅｎブログ」

によると、「原発をやめると、火力発電による死者が

増加するという見解は、池田信夫が『寿命が１年ぐら

い縮まる老人が全米で64,000人』を『全米で64,000人

が死ぬ』と誤訳した」としています。また、大気汚染

の半数以上は車や工場からの排気によるもので、火力

発電所からの影響は少ないとしています。また、米国

では火力発電所からの大気汚染は、同じ発電電力との

比較において、日本の10倍という結果であるため、日

米同等でデータを比較すること自体間違っています。

大気汚染を心配する前に、莫大な電力を消費するリ

ニアを走らせないことが、人命を大事にすることです。
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